
り
た
。
同
日
の
『
十
三
松
堂
日
記
』
に

〔
上
略
〕
午
後
四
時
よ
り
東
京
會
館
に
開
か
れ
た
る
高
村
光
雲
翁
喜
壽
祝
宴

に
赴
く
頗
る
盛
會
に
て
来
會
者
四
百
五
十
人
に
逹
せ
り
此
日
高
村
氏
よ

り
美
術
學
校
木
彫
科
標
本
費
の
中
へ
壼
千
圃
美
術
協
會
玄
闊
修
築
費
の
中

ヘ
壺
千
圃
東
京
府
美
術
館
増
築
費
の
中
へ
壺
千
圃
寄
付
の
申
出
あ
り
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
は
正
木
直
彦
、
彫
刻
科
教
官
ら
の
外
に
横
山
大

観
、
川
合
玉
堂
、
和
田
英
作
、
小
室
翠
雲
そ
の
他
美
術
界
の
面
々
が
大
勢
出
席

し
、
大
宴
会
と
な
っ
た
の
で
、
翌
日
の
各
紙
が
写
真
入
り
で
大
き
く
採
り
上
げ

た
。
『
東
京
毎
夕
新
聞
』
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

〔
上
略
〕
貞
丈
の
講
談
谷
風
や
、
天
洋
の
奇
術
や
結
城
孫
一
＿
一
郎
の
操
人
形
十

種
香
な
ど
の
餘
興
の
中
に
、
光
雲
翁
は
一
族
四
人
と
共
に
山
本
瑞
雲
氏
に
案

内
さ
れ
て
ニ
コ
／
＼
と
し
て
設
け
の
席
に
つ
く
、
彼
地
か
ら
も
此
地
か
ら
も

翁
を
取
巻
い
て
賀
辟
を
述
べ
る
、
餘
興
が
演
む
と
愈
々
祝
賀
會
に
移
る
、
司

會
は
内
藤
伸
氏
、
賀
辟
は
平
山
成
信
男
と
正
木
直
彦
氏
、
そ
の
賀
辟
の
中
に

は
簡
雖
な
が
ら
翁
が
五
十
餘
年
美
術
界
に
致
し
た
功
努
が
よ
く
盛
く
さ
れ
て

ゐ
る
、
そ
れ
が
終
る
と
平
尾
賛
平
氏
が
恭
し
く
記
念
品
目
録
を
賑
呈
す
る
、

そ
れ
は
此
日
参
會
し
た
人
々
の
自
署
の
帖
と
、
郎
興
の
詩
歌
書
聾
の
帖
、
そ

れ
か
ら
老
の
身
を
安
ら
か
に
と
い
ふ
意
味
の
夜
具
一
襲
ね
、
綸
聾
一
頓
で
あ

る
、
翁
の
あ
の
福
相
に
一
層
の
嬉
し
さ
を
甚
へ
つ

4
感
極
つ
て
謝
辟
を
述
べ

た
、
か
う
し
て
式
は
七
時
十
分
頃
終
り
食
堂
も
開
か
れ
春
の
一
夜
を
楽
し
く

語
り
合
ひ
つ
4
九
時
頃
散
會
し
た
、
翁
は
こ
の
賀
宴
に
感
激
し
て
観
昔
像
千

憫
を
彫
刻
す
る
一
方
我
美
術
界
の
た
め
三
千
園
を
寄
付
す
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
千
圃
は
美
術
學
校
の
木
彫
科
の
研
究
費
に
、
千
圃
は
日
本
美
術
協
會
の

迎
賓
館
建
築
費
に
、
あ
と
の
千
薗
は
東
京
府
美
術
館
の
増
築
費
に
充
て
る
旨

正
木
美
術
學
校
長
か
ら
稜
表
さ
れ
た
尚
大
阪
の
木
彫
家
か
ら
光
雲
翁
に
立

派
な
記
念
品
が
賑
ら
れ
た
〔
下
略
〕

④

学
生
思
想
問
題
お
よ
び
。フ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
運
動

昭
和
初
期
の
本
校
生
の
間
に
現
れ
た
顕
著
な
傾
向
と
し
て
、

一
般
に
学
生
思

想
問
題
と
呼
ば
れ
る
左
粟
思
想
活
動
と
そ
れ
に
関
連
し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術

運
動
へ
の
参
加
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

学
生
思
想
問
題
と
い
う
の
は
、
「
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
学
生
層

を
中
心
と
す
る
左
翼
的
、
社
会
主
義
的
思
想
お
よ
び
運
動
を
主
と
し
て
官
側
に

お
け
る
治
安
維
持
の
観
点
か
ら
当
時
総
括
し
た
言
葉
」
（
『
日
本
近
代
教
育
史
事

典
』
昭
和
四
十
六
年
、
平
凡
社
）
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
は
大
正
七
年
に
終

結
し
た
が
、
い
わ
ゆ
る
戦
争
景
気
に
よ
っ
て
日
本
の
大
企
業
が
飛
躍
的
発
展
を

遂
げ
た
一
方
で
、
物
価
が
著
し
く
騰
貴
し
て
庶
民
生
活
の
困
窮
が
甚
し
く
な

り
、
全
国
各
地
で
米
騒
動
が
起
こ
る
な
ど
し
、
社
会
問
題
が
激
増
し
た
。
大
正

期
の
後
半
は
い
わ
ゆ
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
気
運
と
と
も
に
国
内
体
制
の
矛

盾
を
背
景
と
し
た
社
会
主
義
運
動
が
著
し
く
興
隆
し
た
時
代
で
あ
る
が
、
前
の

戦
争
景
気
は
一
転
し
て
恐
慌
の
到
来
を
招
き
、
経
済
界
の
不
況
が
続
く
な
か
で

庶
民
の
生
活
不
安
は
深
刻
な
も
の
と
な
っ
て
行
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
大
正

十
二
年
九
月
一
日
に
は
関
東
大
震
災
が
起
こ
り
、
東
京
と
そ
の
近
辺
は
大
混
乱

に
陥
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
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大
正
十
二
年
十
一
月
、
震
災
の
直
後
に
政
府
は
社
会
的
混
乱
を
鎖
め
る
と
い

う
理
由
で
国
民
精
神
作
興
に
関
す
る
詔
書
を
出
し
た
が
、
そ
れ
は
体
制
を
揺
る

が
す
ば
か
り
と
な
っ
て
い
た
社
会
主
義
運
動
、
思
想
を
弾
圧
し
て
天
皇
制
の
精

神
的
基
礎
を
固
め
る
と
い
う
目
的
も
持
っ
て
い
た
。
以
後
の
文
教
政
策
は
こ
の

詔
書
の
強
い
作
用
を
受
け
、
敗
戦
に
至
る
ま
で
の
教
育
の
方
向
づ
け
が
こ
こ
に

な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
十
四
年
に
は
治
安
維
持
法
が
制
定
さ
れ
、
学

生
の
思
想
取
締
り
も
一
段
と
厳
し
く
な
っ
た
。
ま
た
、
文
部
省
は
学
生
の
左
炭

運
動
対
策
と
し
て
勅
語
の
徹
底
、
国
体
観
念
の
涵
捉
、
国
民
精
神
作
興
に
関
す

る
種
々
の
方
策
を
打
ち
出
し
た
。
昭
和
六
年
に
は
学
生
思
想
問
題
調
査
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
そ
の
答
申
に
基
づ
き
翌
七
年
八
月
に
は
「
わ
が
国
体
、
国
民
精

神
の
原
理
を
闇
明
し
、
国
民
文
化
を
発
揮
し
、
外
来
思
想
を
批
判
し
、

マ
ル
キ

シ
ズ
ム
に
対
抗
す
る
に
足
る
理
論
体
系
の
建
設
を
目
的
と
す
る
有
力
な
る
研
究

機
関
」
と
し
て
の
国
民
精
神
文
化
研
究
所
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
対
策
が

進
む
な
か
で
、
教
育
界
か
ら
左
粟
思
想
活
動
、
民
主
主
義
的
活
動
が
駆
逐
さ
れ

て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
学
生
思
想
問
題
が
本
校
で
は
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
現
わ
れ
た

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
に
呼
応
し
て
各
大
学
、
専
門
学
校
、
高
等
学
校
の
学

生
の
間
に
民
主
主
義
運
動
が
急
速
に
発
展
し
、
大
正
十
一
年
十

一
月
に
至
っ
て

日
本
学
生
社
会
科
学
連
合
会
（
略
称
学
連
）
が
結
成
さ
れ
た
。
学
連
は
ロ
シ
ア

革
命
、
国
内
的
諸
矛
盾
を
要
因
と
し
て
社
会
主
義
的
、
共
産
主
義
的
傾
向
を
強

め
て
行
き
、
労
働
団
体
や
社
会
主
義
各
派
と
の
提
携
に
よ
る
そ
の
活
動
は
全
国

的
な
広
が
り
を
見
せ
た
の
で
、
政
府
は
こ
れ
を
危
険
視
し
て
対
応
措
置
を
検
討

し
始
め
、
こ
こ
に
学
生
思
想
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
来
た
の

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
先
ず
記
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
木
校
は

特
殊
な
性
格
の
学
校
で
あ
る
た
め
一
般
か
ら
特
別
視
さ
れ
、
生
徒
も
そ
れ
に
甘

ん
じ
て
社
会
の
動
き
に
無
関
心
で
あ
る
と
い
う
傾
向
が
強
か
っ
た
も
の
の
、
こ

の
学
生
思
想
問
題
に
お
い
て
は
決
し
て
例
外
的
存
在
で
は
な
く
、
活
発
な
活
動

が
展
開
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
本

校
関
係
者
の
な
か
で
多
少
と
も
社
会
主
義
運
動
と
関
わ
っ
た
人
に
、

『
平
民
新

聞
』
の
挿
絵
を
描
い
た
平
福
百
穂
や
大
杉
栄
と
共
著
で
『
漫
画
漫
文
』
を
出
版

す
る
な
ど
し
た
望
月
桂
、
大
正
十
年
蒼
空
邦
画
会
に
労
働
者
を
描
い
た
絵
を
出

品
し
た
り
し
た
小
林
涸
太
郎
、
小
林
と
と
も
に
第
一
作
家
同
盟

(D
S
D
)
に

加
わ
っ
て
階
級
闘
争
を
主
題
と
す
る
作
品
を
発
表
し
た
水
島
爾
保
布
そ
の
他
が

あ
る
が
、
彼
ら
の
そ
う
し
た
活
動
は
卒
業
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
昭
和

初
期
に
な
る
と
既
述
の
よ
う
な
学
生
の
左
翼
活
動
の
活
発
化
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

美
術
運
動
の
興
隆
に
合
わ
せ
て
在
校
生
の
間
で
も
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

当
時
の
美
術
界
は
、
時
代
は
遡
る
が
明
治
四
十
年
代
か
ら
の
印
象
派
、
後
期

印
象
派
の
移
植
と
二
科
会
の
誕
生
、
大
震
災
頃
を
境
と
す
る
フ
ォ
ー
ビ
ズ
ム
の

捲
頭
、
大
正
十
五
年
の
里
見
勝
蔵
、
佐
伯
祐
一
―-
、
小
島
善
太
郎
、
前
田
寛
治
、

木
下
孝
則
ら
に
よ
る
一
九
―
―10年
協
会
の
発
足
、
同
会
を
母
体
と
す
る
昭
和
五

年
の
独
立
美
術
協
会
の
結
成
へ
と
い
う
よ
う
に
新
し
い
動
き
が
次
々
と
起
こ

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
官
展
を
中
心
と
す
る
画
壇
に
も
徐
々
に
新
陳
代
謝
が
行
わ

れ
た
。
一

方
、
大
正
期
末
に
は
世
界
的
な
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
芸
術
運
動
が

日
本
へ
も
波
及
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ズ
ム
が
登
場
し
、
そ
れ
ら
は
震
災
後
の
政

治
的
、
社
会
的
転
換
期
に
お
け
る
若
い
世
代
に
歓
迎
さ
れ
、
急
進
的
破
壊
的
制

作
活
動
が
行
わ
れ
、
前
衛
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
運
動
は
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こ
う
し
た
前
衛
運
動
の
な
か
か
ら
成
長
し
て
来
る
。
普
門
暁
ら
の
未
来
派
美
術

協
会
と
二
科
会
の
急
進
派
中
川
紀
元
、
古
賀
春
江
、
横
山
潤
之
助
、
中
原
実
、

矢
部
友
衛
、
吉
田
謙
吉
、
吉
村
二
郎
ら
の
結
成
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン

、
お
よ
び
村

山
知
義
ら
の
マ
ヴ
ォ
が
団
結
し
て
、
二
科
会
に
対
抗
す
る
三
科
会
の
展
覧
会
を

開
い
た
の
は
大
正
十
―
―
―
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
分
裂
し
て
そ
の
な
か
の

マ
ル
キ
シ
ズ
ム
系
作
家
の
み
が
造
型
を
結
成
し
、
昭
和
二
年
に
こ
れ
は
造
型
美

術
家
協
会
と
改
称
。
従
来
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
的
要
素
を
除
去
し
て
ネ
オ

・
レ
ア

リ
ズ
ム
の
立
場
を
顕
示
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
革
命
的
意
志
と
情
熱
を
造

型
芸
術
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
ざ
し
た
。
な
お
、
大
正
十
四
年
に
は
日
本
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
芸
連
盟
が
発
足
し
、
そ
の
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
分
子
を
除
名
し
て
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
連
盟
が
で
き
、
こ
れ
と
前
衛
芸
術
家
連
盟
が
合
併
し
て
昭
和

三
年
に
全
日
本
無
産
者
芸
術
連
盟
（
ナ
ッ
プ
）
が
成
立
。
そ
の
美
術
部
は
造
型

美
術
家
連
盟
よ
り
も
政
治
的
、
闘
争
的
で
、
漫
画
や
ポ
ス
タ
ー
を
主
と
す
る
ア

ジ
プ
ロ
的
美
術
に
主
力
を
注
い
で
い
た
。
そ
し
て
、
昭
和
三
年
秋
に
は
ナ
ッ
プ

美
術
部
と
造
型
美
術
家
協
会
が
合
同
で
第
一
回
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
大
展
覧
会

を
府
美
術
館
で
開
催
し
、
さ
ら
に
こ
の
二
つ
の
団
体
は
翌
四
年
に
合
併
し
て
日

ヤ
ッ
プ

本
美
術
家
同
盟

(P
.
P
)
と
な
り
、
こ
れ
が
昭
和
九
年
の
解
散
ま
で
華
々
し

い
活
動
を
展
開
す
る
。
中
央
委
員
は
矢
部
友
衛
、
岡
本
唐
貴
、
橋
浦
泰
雄
、

川

越
篤
、
大
月
源
二
、
大
平
章
、
吉
原
義
彦
、
小
林
源
太
郎
、
早
川
文
夫
、
寄
本

司
麟
、
鈴
木
賢
二
（
書
記
長
）
ら
で
、
こ
の
う
ち
矢
部
、
吉

田
、
吉

村
、
岡

本
、
鈴
木
は
本
校
の
卒
業
生
な
い
し
中
退
生
で
あ
っ

た
。

在
校
生
の
間
に
以
上
の
よ
う
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
運
動
の
影
響
が
は
っ
き

り
し
た
か
た
ち
で
現
わ
れ
て
来
た
の
は
、
後
出
の
故
須
山
計
一
氏
の
遺
稿
に
よ

れ
ば
昭
和
二
年
の
頃
か
ら
で
、
同
三
年
の
第
一
回
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
大
展
覧

会
以
降
、
同
展
覧
会
に
は
本
校
生
が
多
く
出
品
し
、
そ
の
間
に
『
美
術
研
究
』

の
発
行
(
4
3
3
頁
参
照
）
を
は
じ
め
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
、
同
七
年

の
学
校
当
局
に
よ
る
弾
圧
(
6
0
9
頁
参
照
）
を
経
て
活
動
が
急
速
に
下
火
に
な
る
と

い
う
の
が
大
体
の
筋
道
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

〔須
山
計

一
氏
遣
稿
〕

一
九
二
七
年
（
昭
和
二
年
）
三
月
、
卒
業
制
作
展
に
大
月
源
二
「
新
し
い
生

活
／．
」
（
八

0
号
大
）
が
で
た
。
作
者
は
「
近
代
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
こ

そ
生
活
革
新
の
指
濁
部
隊
で
あ
る
」
こ
と
を
暗
示
し
象
徴
し

よ

う

と

し

た
。
（
大
月
記
）

同
期
に
永
田
一
俯
が
い
て
、
の
ち
に
前
衛
美
術
家
同
盟
に
参
加
し
た
。

な
お
大
月
は
同
年
夏
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
連
盟
、
美
術
部
に
加
盟
し
た
。

つ
づ
い
て
機
関
誌
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
」
に
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の

開
花
へ
」
等
執
筆
。
（
大
月
は
一
九
七
一

、
三
、

一
八
、
札
幌
の
病
院
で

死
去
。
六
十
五
歳
）

一
九
二
七
年
（
昭
和
二
年
）
、
須
山
計
一
（
西
洋
画
科
―
―一
年
生
）
日
本
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
文
芸
連
盟
美
術
部
に
加
盟
、

同
組
織
よ
り
「
無
産
者
新
聞
」
漫
画

部
へ
派
遣
さ
れ
、
柳
瀬
正
夢
の
も
と
で
、
連
載
漫
画
「
ア
ヂ
太
。フ
ロ
吉
」

を
か
く
。
ま
た
「
戦
旗
」
な
ど
に
漫
画
を
執
筆
し
た
。
な
お
鈴
木
賢
二

（
彫
刻
科
三
年
生
）
も
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
芸
連
盟
に
加
盟
し
た
。

一
九
二
八
年
（
昭
和
三
年
）
五
月
、
西
洋
画
科
四
年
生
を
中
心
に
社
会
科
学

研
究
会
、
五
月
会
が
組
織
さ
れ
た
。
小
黒
武
雄
、
岡
田
秀
雄
、
岡
野
福
太

一
九
二
七
ー
―
―
―七
年
代
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
と

美
校
内
に
お
け
る
影
響
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「

プ

ラ

ウ

ダ

」

を

持

つ

蔵

原

惟

人

一

脩

デ
モ
の
素
描

A
、
B
、
C
、
他
二
点

大

月

源

二

一
九
二
九
年
（
昭
和
四
年
）
、こ

の
年
、
学
内
で
の
軍
事
教
練
反
対
闘
争
が
盛

〔惇
]

ん
に
な
り
、
鈴
木
賢
二
、
岩
松
淳
な
ど
が
、
軍
教
反
対
の
ビ
ラ
ま
き
な
ど

〔滞〕

や
り
、
両
名
と
も
、
月
謝
怠
納
な
ど
理
由
に
退
校
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

須
山
計
一

、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
芸
連
盟
主
催
の
上
野
街
頭
の
似
顔

職
場
帰
り

R
卒
業
生

ト
ー
マ
を
排
撃
せ
よ 他

二
点他

一
点

宇
野

支

永
田

矢

部

友

衛

R
在
校
生

新
聞
を
読
む
労
働
者

肖

像

他

一

点

九
月
の
思
い
出

他
六
点

岩
松

屹

健
二
（
佐
藤
敬
）

鈴

木

賢

二

圭
（
須
山
計
一
）

エ

ン

ゲ

郎
ら
が
中
心
で
、
須
山
計
一
、
小
松
益
喜
、
岩
崎
勝
平
、
松
岡
信
治
、
中

村
茂
雄
（
四
年
、
西
洋
画
科
生
）
、
鈴
木
賢
二

（同
、
彫
刻
科
）
、
海
老
原

一
郎
（
同
、
建
築
科
）
ら
が
参
加
、
三
年
、
西
洋
画
科
の
佐
藤
敬
、
中
村

〔惇
〕

鉄
、
二
年
、
西
洋
画
の
岩
松
淳
〔
八
島
太
郎
〕
、
木
下
幹
一

、
黒
田
頼
網
、

一
年
、
西
洋
画
の
春
日
清
彦
ら
も
加
っ
た
。

五
月
会
で
は
マ
ル
ク
ス
「
フ
ォ

ー
ニ
ル
バ
ッ
ハ

・
テ
ー
ゼ
」
、

ル
ス
「
空
想
か
ら
科
学
へ
」
な
ど
テ
キ
ス

ト
と
し
て

の
研
究
が
行
な
わ
れ

こ
。

t
 

一
九
二
八
年
―
一
月
、
第
一
回
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
大
展
覧
会
が
東
京
府
美

術
館
で
開
か
れ
、
東
京
美
校
在
校
生
お
よ
び
卒
業
生
の
つ
ぎ
の
出
品
が
あ

っ
た
。

な
お
、
在
学
中
の
須
山
計
一
は
左
記
の
漫
画
、
文
章
な
ど
か
い
た
。

市
場
で
上
野
署
に
検
挙
さ
れ
、
一
夜
で
釈
放
さ
る
。
読
売
新
聞
に
そ
の
二

〔教

〕

〔

主
事
〕

ュ
ー
ス
が
で
た
た
め
、
校
務
課
に
呼
び
だ
さ
れ
鈴
川
信

一
生
徒
部
長
の
審

問
を
う
く
。

一
九
二
九
年
ご
一
月
、
第
二
回
。フ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
展
が
府
美
術
館
で
開
か

る
。
美
校
関
係
の
出
品
者
は
つ
ぎ
の
通
り
。

R
在
校
生

地
下
室
の
集
合

戦

争

他

二
点

よ
し
今
度
は
俺
だ
／
．

R
退
校
生

人
形
づ
く
り

違
う
違
う
合
法
な
ん
だ

c
卒
業
生

労
働
葬

一
九
三
0
年
（
昭
和
五
年
）

三
月
、
卒
業
制
作
展
に
「
労
慟
者
」
（
須
山
計

一）
、「
闘
う
市
電
労
働
者
」
（
岡
田
秀
雄
）
、
「軍
閥
と
娼
婦
」
（
岡
野
福
太

郎
）
な
ど
西
洋
画
科
生
約

―
0
名
の
社
会
主
義
的
作
品
が
で
た
が
、
岡
野

福
太
郎
の
作
品
は
学
校
当
局
に
よ
っ
て
美
校
卒
展
初
め
て
撤
回
を
命
ぜ
ら

れ、

三
月
卒
業
が
不
可
能
に
な
り
、
温
健
な
風
景
作
品
を
改
め
て
提
出
、

同
年
六
月
、
一
名
の
み
で
卒
業
し
た
。
こ
の
事
件
の
た
め
、
翌
年
か
ら
卒

業
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
そ
の
テ
ー
マ
な
ど
提
出
す
る
こ
と
に
な

こ
。

t
 

つ 告
別

大
月

矢
部

友
衛

源
二

鈴

木

賢

二

岩
松

託

小
出

大
林

長
男
（
木
下
幹
一
）

須
山
計
一

啓
三

（
春
日
清
彦
）
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矢
部

須
山

大
月

友
衛

計
一

源
二

大
林
長
男
（
木
下
幹
一
）

一九――

-0年
三
月
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
家
同
盟
第
二
回
全
国
大
会
で

鈴
木
賢
二
は
書
記
長
に
、
須
山
計
一
は
中
央
委
員
に
選
出
さ
れ
た
。

一
九
三

0
年
九
月
、
「
ア
ト
リ
エ
」
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
研
究
と
批
判
特

集
に
左
の
美
校
関
係
の
執
筆
が
で
る
。

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
概
論

世
界
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
発
生
と
発
展

日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
史

世
界
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
現
状

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
煽
動
宣
伝
的
役
割
に
つ
い
て

一
九
三

0
年
―
一
月
、
第
三
回
プ
ロ
展
、
上
野
公
園
日
本
美
術
協
会
で
開

催
、
「
音
」
（
矢
部
友
衛
）
、
「
白
色
テ
ロ
ル
に
抗
し
ろ
」
（
大
月
源
二
）
、

「
ア
ヂ
太
プ
ロ
吉
世
界
漫
遊
記
」
（
須
山
計
一
）
、
「
職
場
を
引
き
あ
げ
る
」

〔惇
〕

（
岩
松
淳
）
な
ど
出
品
さ
る
。

一
九
三
一
年

（
昭
和
六
年
）
二
月
、
「
新
興
芸
術
研
究
」
（
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ

ァ
芸
術
の
近
況
特
集
）
に
左
記
が
で
る
。

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

美

術

運

動

の

現

段

階

須

山

計

一

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

美

術

の

新

ら

し

き

形

態

佐

藤

敬

一
九
三
一
年
―
一
月
、
第
四
回
プ
ロ
展
、
上
野
公
園
、
自
治
会
館
で
開
催
、

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
青
年
」
（
大
月
源
二
）
、
「
凱
歌
」
（
矢
部
友
衛
）
、
「
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
の
手
先
共
」
（
須
山
計
一
）
等
出
品
。

一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
春
、
大
月
源
二
ら
検
挙
さ
る
。

鈴
木

賢

「
戦
旗
」
漫
画
欄
昭
和
四
年
1

五
年

「
漫
画
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
（
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
教
程
」
第
一
―
―

集
、
昭
和
五
年
四
月
）
「
漫
画
と
漫
画
家
」
（
「
ア
ル
ト
」
昭
和
四
年
二
月
）

一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
―
一
月
、
第
五
回
プ
ロ
展
、
上
野
自
治
会
館
に

開
催
。
「
村
」
「
祖
国
の
た
め
に
」
（
須
山
計
一
）
、
「
失
業
救
済
」
（
岩
松

邑
、
「
土
木
労
働
者
胸
像
」
他
彫
刻
一
一
点
（
佐
田
四
郎
こ
と
入
江
弘
）
な

一
九
三
三
年
（
昭
和
八
年
）
五
月
、
須
山
計
一

、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
家
同

盟
書
記
長
と
な
る
。
―
一

月
、
須
山
検
挙
さ
れ
、
翌
年
八
月
起
訴
、
徴
役

二
年
、
執
行
猶
予
三
年
判
決
。

一
九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）
三
月
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
家
同
盟
解
散
。

一
九
三
七
年
（
昭
和
十
一
、
二
年
頃
）

髯
闘
科
―
―
一
年
生
、
杉
本
博
、
佐
田
勝
、
彫
刻
科
同
、
佐
藤
忠
良
ら
、
学

内
の
民
主
化
を
要
求
、
進
歩
的
講
師
を
よ
ん
で
研
究
会
を
お
こ
な
う
。
杉

本
は
検
挙
さ
れ
、
仙
台
刑
務
所
等
で
受
刑
し
た
。
な
お
、
杉
本
、
遠
藤
健

郎
ら
の
デ
ザ
ミ
展
が
銀
座
紀
伊
国
屋
画
廊
で
一
二
回
ひ
ら
か
れ
、
杉
本
は

「
労
働
者
像
」
な
ど
か
い
た
。

⑤

校
友
会
の
近
代
芸
術
研
究
部

既
述
の
よ
う
に
昭
和
三
年
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
運
動
が
最
高
潮
に
達
し
た

年
で
あ
る
が
、
同
年
春
に
校
友
会
文
芸
部
の
中
に
近
代
芸
術
研
究
部
が
組
織
さ

れ
、
活
発
な
活
動
が
始
ま
っ
た
。
同
部
の
趣
旨
は
、
従
来
の
よ
う
な
作
品
そ
の

も
の
を
分
析
的
に
研
究
す
る
研
究
法
か
ら
一
歩
進
ん
で
芸
術
を
気
候
風
土
、
民

族
性
、
国
民
性
、
社
会
と
の
関
連
の
上
で
把
え
、
科
学
的
か
つ
総
合
的
に
研
究

を
進
め
、
芸
術
の
依
っ
て
立
つ
基
礎
を
つ
き
と
め
よ
う
と
い
う
点
に
あ
っ
た

（
岡
田
秀
雄
「
近
代
芸
術
研
究
部
」
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
七
巻
第
三

号）
。
首
脳
部
は
岡
田
秀
雄
、
木
下
幹
一
、
木
村
郁
太
郎
、

小
松
益
喜
、

ど
出
品
。

佐
藤
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